
第
三
節
　
少
子
高
齢
社
会
の
健
康
医
療
対
策

一　

少
子
高
齢
社
会
の
健
康
対
策

健
康
ひ
ょ
う

ご
の
推
進

二
一
世
紀
に
入
り
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
経
済
の
長
期
低
迷
な
ど
の

社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
を
受
け
て
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
医
療

制
度
を
構
築
す
る
た
め
に
、
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
に
医
療
制
度
改
革
関
連
法
が
成
立
し
た
。
こ
こ
で
は
、
平
成
十
七
年

に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
医
療
制
度
改
革
大
綱
に
お
い
て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
は
国
民
の
健
康
を
確
保
す
る
上
で
重
要
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
医
療
費
の
減
少
に
も
資
す
る
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
生
活
習
慣
病
対
策
の
推
進
が
重
視
さ
れ
た
。
具
体
的
な
取

組
の
一
つ
と
し
て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
概
念
を
導
入
し
て
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

に
、
医
療
保
険
者
に
対
し
て
、
四
十
～
七
十
四
歳
の
被
保
険
者
・
被
扶
養
者
に
対
す
る
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
実

施
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

　
県
で
は
、
平
成
十
三
年
に
「
兵
庫
県
健
康
増
進
計
画
」
を
策
定
し
て
「
健
康
ひ
ょ
う
ご
21
大
作
戦
」
を
展
開
し
、「
健
康
マ

イ
プ
ラ
ン
一
〇
〇
万
人
運
動
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
国
の
制
度
改
正
に
対
応
し
て
、
二
十
年
に
計
画
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
・
予
備
群
の
減
少
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
の
向
上
、

身
体
活
動
・
運
動
、
食
生
活
、
た
ば
こ
等
の
生
活
習
慣
の
改
善
に
関
す
る
具
体
的
な
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。

　
包
括
的
な
生
活
習
慣
病
対
策
に
取
り
組
む
た
め
、
平
成
二
十
三
年
に
「
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
二
十
四
年
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に
は
条
例
に
基
づ
く「
兵
庫
県
健
康
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
」、二
十
五
年
に
は「
兵

庫
県
健
康
づ
く
り
推
進
実
施
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、「
生
活
習
慣
病
予
防
等
の

健
康
づ
く
り
」「
歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
」「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」「
健

康
危
機
に
お
け
る
健
康
確
保
対
策
」
の
各
分
野
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
施
策
や

目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
特
定
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
、

食
生
活
や
運
動
習
慣
等
の
生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、平
成
二
十
九
年
に
は
「
兵
庫
県
健
康
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
（
第
二
次
）」

が
策
定
さ
れ
、三
十
年
か
ら
「
兵
庫
県
健
康
づ
く
り
推
進
実
施
計
画
（
第
二
次
）」

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
健
康
に
悪
影
響
を
与
え
る
受
動
喫
煙
を
防
止
し
、
県
民
の
健
康
で
快

適
な
生
活
の
維
持
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
五
年
に
「
受
動
喫
煙
の
防
止
等
に
関
す

る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
、
公
的
施
設
（
教
育
機
関
、
医
療
機
関
、
官
公
庁
）
の
敷
地
内

禁
煙
や
建
物
内
禁
煙
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
等
に
お
け
る
分
煙
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
国
で
は
平
成
三
十
年
の
健
康
増
進
法
改
正
に
よ
っ
て
受
動
喫
煙
防
止
対
策

が
一
層
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
県
で
は
、
さ
ら
に
二
十
歳
未
満
の
者
や
妊

婦
へ
の
対
策
も
含
め
た
受
動
喫
煙
防
止
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

図 101　�受動喫煙防止シンボルマー
ク

写真 190　�兵庫県健康づくり推進プラン・兵庫県健
康づくり推進実施計画
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母
子
保

健
対
策

本
県
に
お
け
る
合
計
特
殊
出
生
率
は
平
成
十
六
年
に
は
一
・
二
四
と
全
国
平
均
の
一
・
二
九
を
下
回
り
、
少
子
化

対
策
が
最
重
点
課
題
の
一
つ
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、「
ひ
ょ
う
ご
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
」（
平
成
十
七
～
二
十
一
年
度
）

及
び
「
新
ひ
ょ
う
ご
子
育
て
未
来
プ
ラ
ン
」（
平
成
二
十
二
～
二
十
六
年
度
）
に
基
づ
い
て
、
子
育
て
支
援
や
働
く
環
境
の
整
備

な
ど
の
総
合
的
な
少
子
化
・
子
育
て
支
援
対
策
が
進
め
ら
れ
、
平
成
十
七
年
度
以
降
は
合
計
特
殊
出
生
率
が
上
昇
傾
向
と
な
っ

た
。

　
し
か
し
、
二
十
～
三
十
代
の
女
性
人
口
の
減
少
、
未
婚
化
や
晩
婚
化
の
進
行
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
難
し
さ
な
ど
に
よ

り
、
出
生
数
は
平
成
二
十
二
年
か
ら
毎
年
減
少
し
て
い
る
。
国
で
は
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
、
地
域
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
質
・
量
と
も
に
拡
充
す
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
開
始
さ
れ
た
。
県
で
は
平
成
二
十

七
年
に
新
た
な
基
本
計
画
と
し
て
、「
ひ
ょ
う
ご
子
ど
も
・
子
育
て
未
来
プ
ラ
ン
」（
平
成
二

十
七
～
三
十
一
年
度
）
が
策
定
さ
れ
、
推
進
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
妊
産
婦
・
乳
幼
児
に
関
す

る
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
安
心
し
て
子
育
て
を
行
う
た
め
の
医
療
体
制
と
し
て
、
平
成
十
五
年
に
策
定
さ
れ
た
「
小

児
救
急
（
災
害
）
医
療
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
十
六
年
度
に

全
県
を
対
象
と
し
た
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
地

域
に
お
け
る
相
談
窓
口
の
拡
充
が
進
め
ら
れ
た
。
休
日
・
夜
間
に
お
け
る
二
次
小
児
救
急
患

者
に
対
し
て
は
県
内
一
一
の
二
次
小
児
救
急
圏
域
で
小
児
科
救
急
対
応
病
院
群
輪
番
制
が
実

施
さ
れ
、
三
次
救
急
に
つ
い
て
は
平
成
十
九
年
に
県
立
こ
ど
も
病
院
に
小
児
救
急
医
療
セ
ン

写真 191　小児救急医療センター
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タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。

　
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児
の
疾
病
ま
た
は
負
傷
に
つ
い
て
の
医
療
保
険
の
自
己
負
担
分
が
公
費
で
助
成
さ
れ
て
い

た
が
、
平
成
十
九
年
に
対
象
が
小
学
三
年
生
ま
で
拡
充
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
二
年
に
は
小
学
四
年
生
か
ら
中
学
三
年

生
ま
で
を
対
象
に
入
院
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
が
創
設
さ
れ
、
そ
の
後
に
通
院

医
療
費
も
助
成
の
対
象
と
な
っ
た
。
な
お
、
市
町
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
県
の
助
成
に
上
乗
せ
で
助
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
自
閉
症
、
注
意
欠
陥
／
多
動
障
害
な
ど
の
発
達
障
害
児
を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
発
達
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
二
十
四
年
に
県
立
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
明
石
市
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
医
師
に
よ
る
発
達
障
害

の
診
断
・
診
療
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
療
育
を
行
う
と
と
も
に
、
医
師

が
少
な
い
地
域
へ
の
出
張
発
達
健
康
相
談
、
市
町
の
療
育
体
制
づ
く
り
へ
の
支
援
、
研
修
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

二　

二
一
世
紀
に
お
け
る
医
療
対
策

医
療
確
保

総
合
対
策

県
で
は
、
昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
に
初
め
て
「
兵
庫
県
保
健
医
療
計
画
」
が
策
定
さ
れ
て
か
ら
、
時
代
の

流
れ
に
合
わ
せ
た
改
定
を
行
い
な
が
ら
保
健
医
療
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
十

八
年
に
医
療
法
の
第
五
次
改
正
が
行
わ
れ
、
地
域
に
お
け
る
医
療
機
能
の
分
化
と
連
携
を
進
め
て
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
、
在

宅
医
療
に
至
る
ま
で
、
適
切
な
医
療
が
切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ
る
患
者
中
心
の
医
療
提
供
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
に
、
平
成

二
十
年
四
月
に
全
国
一
斉
に
新
た
な
医
療
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
兵
庫
県
で
も
四
疾
病

（
が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
）、
五
事
業
（
救
急
医
療
、
災
害
医
療
、
へ
き
地
医
療
、
周
産
期
医
療
、
小
児
救
急
を
含
む
小
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児
医
療
）
の
医
療
連
携
体
制
の
構
築
及
び
在
宅
医
療
体
制
の
充
実
、
医
療
機
関
に
お
け
る
医
療
機
能
の
明
示
に
重
点
を
置
い
て

保
健
医
療
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

　
平
成
二
十
五
年
に
は
、
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
人
材
の
不
足
、
う
つ
病
や
認
知
症
な
ど
の
精
神
疾
患
の
増
加
、
在
宅
医

療
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
な
ど
の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
て
、
保
健
医
療
計
画
が
改
定
さ
れ
た
。
新
し
い

計
画
で
は
、
従
来
求
め
ら
れ
て
い
た
四
疾
病
に
精
神
疾
患
を
加
え
た
五
疾
病
に
つ
い
て
、
五
事
業
と

と
も
に
医
療
連
携
体
制
や
在
宅
医
療
体
制
の
充
実
、
医
療
人
材
の
養
成
・
確
保
等
に
重
点
が
置
か
れ

た
。

　
こ
の
頃
、
二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年
ま
で
に
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
が
全
て
七
十
五
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
と
な
る
超
高
齢
社
会
が
到
来
す
る
と
い
う
「
二
〇
二
五
年
問
題
」
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
た
。
国
で
は
、
平
成
二
十
六
年
に
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
を
制
定
し
て
、
医
療
と
介

護
の
一
体
的
な
改
革
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
医
療
法
の
改
正
に
よ
り
、
二
〇
二
五
年
に
お
け
る
医

療
需
要
と
病
床
の
必
要
量
を
推
計
し
、
目
指
す
べ
き
医
療
提
供
体
制
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
示

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
た
め
、
平
成
二
十
八
年
十
月
に
「
兵
庫
県
地
域
医
療
構
想
」
が
策
定
さ
れ
た
。

　
こ
の
地
域
医
療
構
想
は
、
二
〇
二
五
年
度
を
目
標
に
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
適
切
か
つ
必

要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
完
結
型
の
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
二
次
保
健
医
療
圏
単
位
で
病
院
の
一
般
病
床
・
療
養
病
床
を
高
度
急
性
期
、
急
性
期
、
回
復
期
、

慢
性
期
の
四
機
能
に
分
け
て
機
能
ご
と
の
医
療
需
要
及
び
病
床
の
必
要
量
、
並
び
に
在
宅
医
療
等
の

表 61　2025年の病床機能別必要病床数推計

区分 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 病床数計
2025年必要病床数 5,901 18,257 16,532 11,765 52,455
2014年稼働病床数
（病床機能報告） 5,053 28,747 4,506 14,811 53,117

差引 Δ848 10,490 Δ12,026 3,046 662
（『兵庫県地域医療構想（平成28年10月）』より作成）
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医
療
需
要
が
推
計
さ
れ
た
。

　
平
成
三
十
年
に
は
保
健
医
療
計
画
の
七
回
目
の
改
定
が
行
わ
れ
、
二
〇
二
四
（
令
和

六
）
年
度
ま
で
の
保
健
・
医
療
分
野
の
基
本
方
針
と
し
て
、「
医
療
と
介
護
の
一
体
化

･

連
携
」「
医
療･

介
護
人
材
の
総
合
的
確
保
と
質
の
向
上
」「
良
質
で
効
率
的
な
医
療

提
供
体
制
の
確
立
」
が
示
さ
れ
た
。
高
齢
化
に
伴
っ
て
、
が
ん
、
脳
卒
中
を
は
じ
め
と

す
る
生
活
習
慣
病
を
有
す
る
在
宅
の
患
者
が
増
加
し
、
在
宅
医
療
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。
県
内
の
訪
問
診
療
の
需
要
は
、
平
成
二
十
九
年
に
比
べ
て
二
〇
二
五
年
（
令

和
七
年
）
に
は
約
一
・
四
倍
に
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
訪
問
診
療

の
需
要
増
加
に
応
じ
る
た
め
に
、
在
宅
医
療
と
介
護
が
連
携
し
て
一
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
体
制
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
地
域
医
療
構
想
に
よ
る
医
療
提
供
体
制
を
確

保
す
る
た
め
に
、
①
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
の
推
進
、
②
在
宅
医
療
の
充
実
、
③
医

療
従
事
者
の
確
保
、
の
三
つ
を
重
点
項
目
と
し
て
、
県
全
体
及
び
各
圏
域
の
課
題
に
対

応
し
た
施
策
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

医
療
人
材

の
確
保

人
口
の
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
保
健
医
療
へ
の
需
要
は
ま
す
ま
す
高

ま
り
、
そ
の
役
割
を
担
う
人
材
の
確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
保
健

医
療
従
事
者
数
は
、
全
体
と
し
て
は
養
成
数
の
増
加
等
に
よ
り
充
足
の
方
向
に
あ
る
が
、
医
師
に
つ
い
て
は
、
地
域
別
及
び
診

療
科
別
の
偏
在
が
全
国
的
に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

表 62　訪問診療の需要見込

圏域名 神戸 阪神南 阪神北 東播磨 北播磨 中播磨
2017年推計
2025年推計
増加率

13,238�
17,413�
131.5%

9,192�
12,790�
139.1%

4,516�
7,842�
173.6%

2,846�
4,519�
158.8%

1,192�
1,441�
120.9%

2,442�
3,274�
134.1%

西播磨 但馬 丹波 淡路 合計
1,152�
1,497�
129.9%

987�
1,097�
111.1%

555�
705�

127.0%

692�
993�

143.5%

36,812�
51,571�
140.1%

※平成29年11月時点：地域医療構想に基づく推計値
（『兵庫県保健医療計画（平成30年4月）』より作成）

（単位：人）
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本
県
に
お
け
る
医

療
施
設
従
事
医
師
数

は
、
平
成
十
八
年
末

の
一
万
一
三
七
一
人

か
ら
三
十
年
末
に
は

一
万
三
八
二
九
人
と

増
加
し
、
人
口
一
〇

二
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
圏
域
で
は
全
県
値
よ
り
も
低
く
、
特
に
西
播
磨
圏
域
で
は
一
六
八
・
五
と
低
い
。

　
ま
た
、
兵
庫
県
自
治
体
病
院
開
設
者
協
議
会
が
平
成
十
七
年
に
県
内
の
自
治
体
病
院
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
内
科
医

を
は
じ
め
と
す
る
医
師
が
不
足
し
て
お
り
、
特
に
小
児
科
、
産
婦
人
科
な
ど
で
は
休
診
に
し
た
り
、
非
常
勤
医
師
で
の
対
応
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
病
院
も
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
医
師
不
足
の
問
題
に
対
し
て
、
県
で
は
平
成
十
八
年
に
医
療
確
保
対
策
推
進
本
部
を
設
置
し
、
従
来
行
わ
れ
て
き

た
自
治
医
科
大
学
、
兵
庫
医
科
大
学
に
加
え
て
、
十
九
年
度
か
ら
神
戸
大
学
、
二
十
二
年
度
か
ら
鳥
取
大
学
及
び
岡
山
大
学
の

万
対
の
医
師
数
で
は
平
成
十
八
年
末
に
は
二
〇
三
・
四
と
全
国
値
の
二
〇
六
・
三
よ

り
も
低
か
っ
た
が
、
三
十
年
末
に
は
二
五
二
・
二
と
な
り
、
全
国
値
の
二
四
六
・
七

を
上
回
っ
た
。
圏
域
別
の
人
口
一
〇
万
人
当
た
り
の
医
療
施
設
従
事
医
師
数
は
、
神

戸
圏
域
で
は
三
一
二
・
二
、
阪
神
南
圏
域
で
は
二
九
〇
・
五
と
全
県
値
の
二
五
二
・

表 63　��兵庫県における圏域別医師
数

圏域名 医療施設
従事医師数

人口10万人
当たり医師数

神戸
阪神
　阪神南
　阪神北
東播磨
北播磨
播磨姫路
　中播磨
　西播磨
但馬
丹波
淡路

4,768�
4,401�

（3,004）
（1,397）
1,500�
629�
1,697�

（1,273）
（424）
342�
203�
289�

312.2
251.0

（290.5）
（194.2）
209.9
235.1
205.7

（222.0）
（168.5）
210.1
197.3
222.6

　全県 13,829� 252.2
　全国 311,963� 246.7
（「医師・歯科医師・薬剤師調査」より

作成）
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医
学
生
に
も
修
学
資
金
を
貸
与
す
る
兵
庫
県
養
成
医
師
制
度
を
創
設
し
、
へ
き
地
等
勤
務
医
師
の
養
成
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

兵
庫
県
医
師
会
が
設
置
し
た
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
と
連
携
し
て
、
へ
き
地
で
の
勤
務
が
可
能
な
医
師
と
医
師
確
保
が
困
難
な
医
療

機
関
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
女
性
医
師
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
九
年
に
兵
庫
県
医
師
会
に
女
性
医
師
再
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
、
結
婚
・
出
産
等
に
よ
り
離
・
退
職
し
た
女
性
医
師
等
を
対
象
に
再
就
業
に
向
け
た
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

県
立
病
院
の

統
合
再
編

兵
庫
県
で
は
、
県
立
病
院
が
高
度
専
門
・
特
殊
医
療
を
中
心
に
県
内
の
医
療
確
保
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。
ま
た
、
県
立
病
院
の
ほ
か
に
中
核
と
な
る
医
療
機
関
が
な
い
地
域
で
は
地
域
医
療
の
確
保

に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
疾
病
構
造
の
変
化
、
医
療
技
術
の
高
度
化
、
疾
病
構
造
の
変
化
な
ど
に
対
応
し
た
効
果
的・

効
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、
平
成
十
五
年
に
「
病
院
構
造
改
革
推
進
方
策
」
を
策
定
し
、
病
院
事
業
の
全
般
に
わ
た
る
見
直

し
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
可
能
な
限
り
診
療
機
能
の
高
度
化
や
効
率
化
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て
統
合
再
編
や
建
て
替
え

に
よ
る
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
平
成
二
十
一
年
に
加
古
川
医
療
セ
ン
タ
ー
、
二
十
五
年
に
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
が
移
転
・
整
備
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
東
播
磨
圏
域
、
淡
路
圏
域
の
基
幹
病
院
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
七
年
に
は
尼
崎
病
院
と
塚
口
病
院
の
統
合
再
編
に
よ
っ
て

尼
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
開
院
し
、
阪
神
圏
域
に
お
け
る
高
度
急
性
期
・
高
度
専
門
医
療
・
先
端
医
療
の
拠
点
病
院
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
昭
和
四
十
五
年
に
開
院
し
た
こ
ど
も
病
院
は
、
施
設
の
老
朽
化
・
狭
隘
化
の
た
め
、
平
成
二
十
八
年
に
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
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ン
ド
に
移
転
し
た
。
さ
ら
に
平
成
二
十
九
年
に
は
、
こ
ど
も
病
院
に
隣
接
し
て
、
県
立
粒
子

線
医
療
セ
ン
タ
ー
の
附
属
施
設
と
し
て
、
神
戸
陽
子
線
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
施

設
は
、
日
本
で
初
め
て
小
児
が
ん
に
重
点
を
置
い
た
陽
子
線
治
療
施
設
で
あ
り
、
こ
ど
も
病

院
の
小
児
が
ん
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
の
充
実
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
神
戸
市
立
医

療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て
、
成
人
の
が

ん
患
者
に
対
し
て
も
、
手
術
、
化
学
療
法
、
放
射
線
療
法
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
集
学
的
治

療
の
一
環
と
し
て
、
高
度
な
陽
子
線
治
療
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

救
急
・
災
害

医
療
対
策

救
急
医
療
体
制
で
は
、
救
急
告
示
の
認
定
を
受
け
た
医
療
機
関
の
う
ち
、

診
療
所
を
一
次
救
急
医
療
機
関
、
一
般
病
院
を
二
次
救
急
医
療
機
関
と
し

て
、
機
能
分
担
の
明
確
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
県
内
の
救
急
告
示
医
療
機
関
数
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
現
在
、
病
院
一
七

八
施
設
、
診
療
所
六
施
設
の
計
一
八
四
施
設
で
あ
る
。

　
ま
た
圏
域
に
つ
い
て
も
、
休
日
及
び
夜
間
に
お
け
る
軽
症
の
救
急
患
者
に
対
応
す
る
一
次
救
急
医
療
圏
域
と
し
て
、
県
内
を

四
一
地
区
に
分
け
て
、
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
や
在
宅
当
番
医
制
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
る
。
入
院
・
手
術
等
を
必
要
と
す

る
救
急
患
者
に
対
応
す
る
二
次
救
急
医
療
圏
域
と
し
て
一
三
地
域
が
設
定
さ
れ
、
各
地
域
の
病
院
が
輪
番
制
で
対
応
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
救
命
措
置
を
要
す
る
重
篤
な
救
急
患
者
に
常
時
対
応
す
る
た
め
、
県
内
を
七
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
三
次
救
急
医
療
圏

域
と
し
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
等
が
一
一
機
関
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
救
急
医
療
に
必
要
な
診
療
応
需
情
報
を
医
療
機
関
か
ら
収
集
し
、
消
防
本
部
等
に
迅
速
か
つ
的
確
に
提
供
す
る
た
め
、
兵
庫

写真 192　�移転した県立こども病院（平成28年）
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県
広
域
災
害
・
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
（
兵
庫
県
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）

が
整
備
さ
れ
、
平
成
二
十
八
年
度
に
は
全
病
院
の
登
録
が
行
わ

れ
て
、
大
規
模
災
害
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

ま
た
、
重
度
の
精
神
科
急
性
期
患
者
に
対
応
す
る
た
め
に
、
精

神
科
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
と
病
院
群
輪
番
施
設
の
精
神
科
病
院

に
よ
る
精
神
科
救
急
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
い
る
。

　
救
急
患
者
の
広
域
搬
送
及
び
病
院
間
搬
送
の
手
段
と
し
て
、

平
成
十
九
年
に
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

同
乗
す
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
的
運
航
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

二
十
二
年
に
県
北
部
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
公
立
豊
岡
病
院
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
、
二
十
四
年
に
淡
路
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
徳
島
県
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
、
二
十
五
年
に
は
播
磨
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
兵
庫

県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
航
を
開
始
し
、
県
内
全
域
で
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
に
よ
る
救
急
医
療
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
災
害
医
療
に
つ
い
て
は
、
基
幹
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
整
備

さ
れ
た
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
が
、
平
成
十
八
年
度
よ
り
厚
生

労
働
省
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（D

isaster 
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M
edical Assistance Team

：災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
の
研
修
と
し
て
、
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
災
害
発
生
時
に
救
護
班
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
災
害
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研

修
や
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
精
神
保
健
医
療
機
能
が
一
時
的
に
低
下
し
、
さ
ら
に
災
害
ス

ト
レ
ス
等
に
よ
っ
て
精
神
的
問
題
が
生
じ
る
な
ど
、
精
神
保
健
医
療
へ
の
需
要
の
拡
大
が

予
想
さ
れ
る
。
県
で
は
、
平
成
二
十
六
年
に
は
全
国
に
先
駆
け
て
、
災
害
発
生
時
の
精
神

科
医
療
及
び
精
神
保
健
活
動
の
支
援
を
行
う
チ
ー
ム
と
し
て
、
兵
庫
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

チ
ー
ム
「
ひ
ょ
う
ご
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
（D

isaster Psychiatric Assistance Team

： 

災
害
派
遣
精
神

医
療
チ
ー
ム
）」
が
設
立
さ
れ
、
三
十
年
四
月
時
点
で
は
四
六
チ
ー
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
冬
季
を
中
心
に
流
行
し
、
多
く
の
患
者
が
発
生
す
る
感
染
症
で
あ
る
。
ウ
イ
ル
ス

の
突
然
変
異
に
よ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
免
疫
を
有
し
て
い
な
い
た

め
、
世
界
的
な
大
流
行
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
平
成
十
七
年
十
一
月
に
国
が
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行

動
計
画
」
を
策
定
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
県
で
は
十
八
年
一
月
に
「
兵
庫
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
行
動
計
画
」、
同
年
三
月

に
「
兵
庫
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
備
え
た
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
東
南
ア
ジ
ア
等
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ヒ
ト
へ
の
感
染
の
報
告
が
拡
大
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

国
で
は
平
成
二
十
年
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
感
染
症
法
に
位
置
づ
け
、
感
染
し
た
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
対
し
て
健
康
状
態

の
報
告
や
外
出
自
粛
を
要
請
す
る
た
め
の
法
改
正
が
行
わ
れ
た
。
県
で
も
、
平
成
二
十
一
年
四
月
に
行
動
計
画
と
実
施
計
画
を

写真 193　日本DMATの研修
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統
合
整
備
し
た
「
兵
庫
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。

　
平
成
二
十
一
年
四
月
、
メ
キ
シ
コ
及
び
米
国
に
お
い
て
、
従
来
と
は
ま
っ
た

く
異
な
る
特
徴
を
持
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト

へ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
と
し
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
に
よ
り
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）
の
発
生
と
宣
言
さ
れ
た
。
感
染
は
世
界

的
に
拡
大
し
、
同
年
五
月
に
は
本
県
に
お
い
て
国
内
初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ

た
。
感
染
は
県
内
を
は
じ
め
全
国
的
に
拡
大
し
た
が
、
幸
い
に
も
想
定
さ
れ
て

い
た
よ
う
な
致
死
率
の
高
い
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
な
く
、
既
存
の
対
策

計
画
で
は
適
合
し
な
い
点
も
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
有
識
者
で
構
成
す

る
「
兵
庫
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
検
証
委
員
会
」
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

取
組
が
検
証
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年
十
月
に
は
比
較
的
致
死
率
の
高
く
な
い
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
対
応
し
た
「
兵
庫
県

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
計
画
（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
へ
の
対
応
版
）」
が
策
定
さ
れ
た
。

　
国
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
病
原
性
が
高
い
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、
平
成
二
十
四
年
に
「
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
、
二
十
五
年
に
は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行
動
計
画
」
が

作
成
さ
れ
た
。
県
で
は
平
成
二
十
五
年
に
、
そ
れ
ま
で
に
策
定
さ
れ
て
い
た
二
つ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
計
画
を
合
わ

せ
て
、「
兵
庫
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
け
で
な
く
、
感
染
症
法

に
規
定
さ
れ
る
「
新
感
染
症
」
で
、
感
染
力
の
強
さ
か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
社
会
的
影
響
が
大
き
な
感
染
症
も

写真 194　��新型インフルエンザの国内感染を報じる
新聞（朝日新聞�平成 21（2009）年 5 月
16 日）
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対
象
と
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
感

染
症
対
策

本
県
に
お
け
る
結
核
の
状
況
は
、
結
核
予
防
法
に
基
づ
く
対
策
の
強
化
や
生
活
環
境
の
改
善
等
に
よ
っ
て
徐
々

に
低
下
し
、
平
成
十
八
年
の
新
規
登
録
者
数
は
一
四
三
五
人
（
罹
患
率
は
人
口
一
〇
万
対
二
五・七
）
と
な
っ
た
が
、

全
国
平
均
の
二
〇
・
六
に
比
べ
て
高
い
状
態
が
続
い
て
い
た
。
結
核
予
防
法
は
平
成
十
九
年
三
月
に
廃
止
さ
れ
、
結
核
は
感
染

症
法
に
お
け
る
二
類
感
染
症
と
し
て
対
策
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
新
規
登
録
者
数
、
罹
患
率
と
も
に
低
下

傾
向
で
あ
る
が
、
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
平
成
三
十
年
に
お
け
る
本
県
に
お
け
る
結
核
罹
患
率
は
人
口

一
〇
万
対
一
五
・
一
で
あ
り
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
四
位
で
あ
っ
た
。
兵
庫
県
保
健
医
療
計
画
（
平
成
三
十
年
）
で
は
、
結
核
罹
患

率
を
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
に
人
口
一
〇
万
対
一
〇
・
〇
ま
で
低
下
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
、
結
核
予
防
対
策
が
展
開
さ
れ
た
。

　
ま
た
、「
兵
庫
県
感
染
症
予
防
計
画
」
に
基
づ
い
て
、感
染
症
発
生
時
の
医
療
体
制
、

感
染
症
発
生
動
向
調
査
、
情
報
提
供
体
制
の
充
実
等
の
感
染
症
対
策
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
医
療
体
制
と
し
て
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
現
在
、
主
と
し
て
一
類
感
染

症
患
者
等
に
対
す
る
医
療
を
担
当
す
る
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
神
戸

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
と
県
立
加
古
川
医
療
セ
ン
タ
ー
（
計
四
床
）
が

指
定
さ
れ
、
二
類
感
染
症
患
者
の
医
療
を
担
当
す
る
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関

（
結
核
を
除
く
）
と
し
て
九
病
院
（
五
〇
床
）
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
十
八
～
三
十
年
の
感
染
症
患
者
の
発
生
状
況
は
、
一
類
感
染
症
の
届
出
は
な
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く
、
結
核
を
除
く
二
類
感
染
症
で
は
二
十
二
年
に
急
性
灰か

い
白は

く
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）
一
人
の
届

出
が
あ
っ
た
。
三
類
感
染
症
で
は
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
は
毎
年
一
〇
〇
人
前
後

の
届
出
が
あ
る
ほ
か
、
細
菌
性
赤
痢
六
七
人
、
腸
チ
フ
ス
二
五
人
、
パ
ラ
チ
フ
ス
八
人
、

コ
レ
ラ
四
人
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
細
菌
性
赤
痢
以
下
の
感
染
症
は
平
成
十
八
年
ま

で
は
二
類
感
染
症
で
あ
り
、
十
九
年
か
ら
三
類
に
変
更
さ
れ
た
。
四
類
感
染
症
で
は
、
レ

ジ
オ
ネ
ラ
症
六
五
〇
人
、
Ａ
型
肝
炎
一
六
〇
人
、
デ
ン
グ
熱
九
〇
人
、
日
本
紅
斑
熱
七
一

人
で
あ
り
、
そ
の
他
の
感
染
症
の
届
出
は
い
ず
れ
も
三
〇
人
以
下
で
あ
っ
た
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
五
類
感
染
症
で
あ
り
、
定
点
医
療
機
関
の
み
で
患
者
数
が
把
握
さ

れ
て
い
る
が
、
報
告
数
は
年
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

Ｈ
１
Ｎ
１
の
流
行
が
あ
っ
た
平
成
二
十
一
年
は
一
二
万
七
七
三
五
人
と
極
め
て
多
か
っ
た

が
、
二
十
二
年
に
は
九
二
七
九
人
と
少
な
く
、
そ
の
他
の
年
は
約
二
～
七
万
人
で
あ
っ
た
。

　
五
類
感
染
症
の
う
ち
、
風
し
ん
と
麻
し
ん
は
平
成
二
十
年
か
ら
全
医
療
機
関
か
ら
の
報
告
対
象
と
な
っ
た
。
風
し
ん
は
平
成

二
十
四
年
に
二
八
一
人
、
二
十
五
年
に
一
一
七
四
人
と
多
く
の
患
者
が
発
生
し
た
が
、
二
十
六
～
二
十
九
年
は
年
に
一
〇
人
以

下
と
少
な
く
、
三
十
年
に
は
五
一
人
と
や
や
増
加
し
た
。
麻
し
ん
は
平
成
二
十
年
に
一
四
四
人
の
患
者
が
発
生
し
た
が
、
二
十

一
年
以
降
は
二
〇
人
以
下
で
あ
っ
た
。

　
性
感
染
症
の
う
ち
梅
毒
は
全
数
把
握
の
対
象
で
あ
り
、
毎
年
一
〇
～
四
〇
人
程
度
の
報
告
が
あ
っ
た
が
、
平
成
二
十
七
年
に

八
九
人
と
急
増
し
、
そ
の
後
も
年
々
増
加
し
て
三
十
年
に
は
二
六
八
人
と
な
っ
た
。
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）
は
、
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平
成
十
八
年
に
は
新
規
感
染
者
二
六
人
、
患
者
二
二
人
の
届
出
が
あ
り
、
そ
の
後
も
二
十
五
年
ま
で
は
横
ば
い
～
増
加
傾
向
で

あ
っ
た
が
、
二
十
六
年
以
降
は
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
県
で
は
、
エ
イ
ズ
治
療
拠
点
病
院
の
ほ
か
地
域
ご
と
に
エ
イ
ズ
診

療
協
力
病
院
を
選
定
し
、
医
療
従
事
者
の
研
修
、
医
療
機
関
へ
の
エ
イ
ズ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

毎
年
六
月
を
「
兵
庫
県
エ
イ
ズ
予
防
月
間
」
と
し
、
保
健
所
で
休
日
・
夜
間
に
も
抗
体
検
査
を
実
施
す
る
な
ど
、
対
策
の
強
化

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

が
ん

対
策

兵
庫
県
に
お
け
る
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、
昭
和
五
十
三
年
に
死
因
の

第
一
位
と
な
っ
て
か
ら
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
県
で
は
、
全

国
に
先
駆
け
て
昭
和
六
十
二
年
に
「
ひ
ょ
う
ご
対
が
ん
戦
略
」
を
策
定
し
、
さ
ら
に

平
成
九
年
に
は
「
新
ひ
ょ
う
ご
対
が
ん
戦
略
」
を
策
定
し
て
、
総
合
的
な
が
ん
対
策

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
国
で
は
、
平
成
十
九
年
に
が
ん
対
策
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
同
年
六
月
に
「
が
ん

対
策
推
進
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
二
十
年
に
第
三
次
ひ
ょ

う
ご
対
が
ん
戦
略
（「
兵
庫
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
」）
を
策
定
し
、
が
ん
診
療
拠
点
病

院
の
整
備
や
緩
和
ケ
ア
提
供
体
制
の
強
化
、
地
域
が
ん
登
録
（
兵
庫
県
に
お
け
る
が
ん

の
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、
県
内
の
医
療
機
関
か
ら
患
者
の
発
症
、
医
療
状
況
等
を
調
査
。

平
成
二
十
八
年
か
ら
は
「
が
ん
登
録
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
施
行
に
よ
り
、「
全
国
が
ん

登
録
」
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
）
の
拡
大
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
が
ん
の
発
生
要
因
と
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し
て
喫
煙
、
飲
酒
、
食
生
活
な
ど
の
生
活
習
慣
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
県
で
は
平
成
二
十
三
年
に
制
定
さ
れ
た
健
康
づ

く
り
推
進
条
例
の
中
で
、
が
ん
対
策
も
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　
国
で
は
、
小
児
が
ん
や
が
ん
患
者
の
就
労
問
題
な
ど
の
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
二
十
四
年
に
基
本
計
画
が
見

直
さ
れ
た
。
県
に
お
い
て
も
、
平
成
二
十
五
年
に
推
進
計
画
を
改
定
し
て
「
第
四
次
ひ
ょ
う
ご
対
が
ん
戦
略
推
進
方
策
」
と
し
、

小
児
が
ん
拠
点
病
院
の
整
備
、
が
ん
患
者
の
就
労
や
相
談
支
援
の
充
実
が
進
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
三
十
年
に
も
改
定
さ

れ
て
、
第
五
次
ひ
ょ
う
ご
対
が
ん
戦
略
推
進
方
策
の
下
で
、「
が
ん
に
よ
る
罹
患
者
・
死
亡
者
減
少
の
実
現
」
及
び
「
が
ん
に

罹
患
し
て
も
尊
厳
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築
」
を
全
体
目
標
と
し
て
、
生
活
習
慣
改
善
等
の
が
ん
予
防
、
が

ん
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
の
推
進
、
医
療
体
制
の
充
実
、
が
ん
患
者
を
支
え
る
社
会
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
個

別
が
ん
対
策
と
し
て
、
希
少
が
ん
、
難
治
性
が
ん
、
小
児
が
ん
、
Ａ
Ｙ
Ａ
（Adolescent 

and Young Adult

：
思
春
期
と
若
年
成
人
）
世
代
の
が
ん
へ
の
対
策
や
ゲ
ノ
ム
医
療
等
の

新
た
な
治
療
体
制
の
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

認
知
症

対
策

高
齢
化
に
伴
っ
て
認
知
症
の
患
者
数
は
増
加
が
続
い
て
お
り
、
県
内
の
認

知
症
高
齢
者
数
は
平
成
二
十
七
年
に
は
約
七
万
五
〇
〇
〇
人
と
推
定
さ
れ

て
い
た
が
、
二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年
に
は
三
一
～
三
四
万
人
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。
県
で
は
、
早
期
診
断
・
早
期
対
応
の
た
め
に
、
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作

成
し
て
認
知
症
の
気
づ
き
を
促
す
と
と
も
に
、
相
談
窓
口
と
し
て
「
認
知
症
相
談
セ
ン

タ
ー
」
が
全
市
町
に
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
身
近
な
医
療
機
関
で
認
知
症
の
診
断
、
治

写真 195　認知症チェックシート
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療
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
医
療
機
関
へ
の
紹
介
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
認
知
症
対
応
医
療
機
関
、
認
知
症

相
談
医
療
機
関
の
登
録
制
度
を
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
認
知
症
の
鑑
別
診
断
、
行
動
・
心
理
症
状
と
身
体
合
併
症
に
対
す
る

急
性
期
治
療
、
専
門
医
療
相
談
を
実
施
す
る
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
を
二
次
医
療
圏
ご
と
に
設
置
し
、
各
圏
域
内
の
医
療

機
関
を
対
象
と
し
た
研
修
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

健
康
危

機
管
理

県
で
は
、
平
成
十
四
年
に
衛
生
研
究
所
と
公
害
研
究
所
を
統
合
し
て
県
立
健
康
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
感
染
症
、
食
の
安
全
・
安
心
、
環
境
汚
染
な
ど
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
そ
の
後
、
新
興
・
再
興
感
染
症
の
出
現
、
食
品
の
安
全
性
を
揺
る
が
す
事
件
・
事
故
の
発
生
な
ど
を
受
け
て
、
健
康
危
機
管

理
へ
の
対
応
能
力
を
充
実
強
化
し
、
県
民
の
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
県
立
健
康
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
保
健
衛
生
部
門
と
、
消
費
生
活
に
係
る
相
談
、

調
査
研
究
、
情
報
発
信
等
を
担
う
生
活
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
が
統
合
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年

に
県
立
健
康
生
活
科
学
研
究
所
が
設
置
さ
れ
た
。
同
研
究
所
健
康
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

感
染
症
、
食
品
、
医
薬
品
や
飲
料
水
に
よ
る
健
康
被
害
等
の
危
機
管
理
に
対
応
す
る
た
め
の

調
査
研
究
・
試
験
分
析
業
務
等
が
実
施
さ
れ
た
。
一
方
、
環
境
部
門
は
ひ
ょ
う
ご
環
境
創
造

協
会
に
移
管
さ
れ
、
兵
庫
県
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
県
と
連
携
し
て
調
査
研
究
及
び

試
験
分
析
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
平
成
三
十
年
に
は
加
古
川
市
に
新
築
・
移
転
し
て
、
新
た
に
「
県
立
健
康
科
学
研
究
所
」

と
し
て
発
足
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
感
染
症
対
策
、
感
染
症
の
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発
生
動
向
把
握
、
感
染
症
や
食
中
毒
の
感
染
源
調
査
、
食
品
・
水
道
水
中
の
残

留
農
薬
等
の
試
験
検
査
、
地
域
保
健
関
係
者
の
人
材
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を

目
的
と
し
た
研
修
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。

食
品
衛

生
対
策

食
は
生
活
を
支
え
る
基
礎
で
あ
り
、
そ
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
県
で
は
、「
食
の
安
全
安
心
と
食
育
に
関
す

る
条
例
」
に
基
づ
き
、
平
成
十
九
年
に
「
食
の
安
全
安
心
推
進
計
画
」
を
策
定

し
て
、
安
全
安
心
な
農
産
物
の
生
産
推
進
、
兵
庫
県
版
Ｈハ

サ

ッ

プ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（H

azard 

Analysis and Critical Control Point

：
食
品
等
の
事
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
衛
生
管

理
）
認
定
制
度
及
び
ひ
ょ
う
ご
認
証
食
品
制
度
の
普
及
、
食
品
検
査
の
充
実
な

ど
の
取
組
が
行
わ
れ
た
。

　
平
成
二
十
年
一
月
、
高た
か
砂さ

ご
市
に
お
い
て
有
機
リ
ン
中
毒
を
発
症
し
た
家
族
が
喫
食
し
た
中
国
産
冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
か
ら
有
機
リ

ン
系
農
薬
の
メ
タ
ミ
ド
ホ
ス
が
高
濃
度
に
検
出
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。
さ
ら
に
、
産
地
や
賞
味
期
限
な
ど
の
食
品

表
示
の
偽
装
が
相
次
ぐ
な
ど
、
食
の
安
全
安
心
を
脅
か
す
事
態
が
続
い
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
の
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
食
品
が
放
射
能
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
不
安
を
覚
え
る
県
民
も
い
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平
成
二
十
四
年
に
「
食
の
安
全
安
心
推
進
計
画
（
第
二
次
）」
が
、
二
十
九
年
に
「
食
の
安
全

安
心
推
進
計
画
（
第
三
次
）」
が
策
定
さ
れ
、｢

食
品
の
安
全
性
の
確
保
」、｢
食
品
を
介
し
た
健
康
被
害
の
拡
大
防
止
」、｢

食
へ

の
信
頼
確
保｣

を
柱
と
し
、
県
民
誰
も
が
安
心
で
き
る
食
生
活
の
実
現
を
目
指
し
て
、
食
育
推
進
計
画
と
一
体
的
な
取
組
が
進
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め
ら
れ
て
い
る
。

　
平
成
十
八
～
三
十
年
の
食
中
毒
の
発
生
状
況
は
、
六
一
九
件
（
患
者
数
一
万
四
六
〇
四
人
、
死
者
二
人
）
で
あ
っ
た
。
原
因
物

質
で
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
（
八
七
六
二
人
）
が
約
六
〇
％
を
占
め
て
お
り
、次
い
で
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
（
一
七
一
六
人
）
が
多
か
っ

た
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
毎
年
冬
季
を
中
心
に
発
生
す
る
が
、
特
に
平
成
十
八
年
に
は
患
者
数
が
一
五
六
五
人
と

最
も
多
か
っ
た
。

第
四
節
　
社
会
福
祉
の
多
角
的
展
開
と
到
達
点

一　

貧
困
問
題
へ
の
社
会
的
注
目
の
高
ま
り
と
対
策
の
強
化

生
活
保
護
と

自
立
支
援

平
成
中
期
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
保
護
費
の
支
給
等
に
加
え
て
、
生
活
保
護
受
給
者
の
就
労
支
援
が
促

進
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
十
二
月
に
厚
生

労
働
省
が
策
定
し
た
「「
福
祉
か
ら
雇
用
へ
」
推
進
五
か
年
計
画
」
が
あ
る
。
同
計
画
は
、
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
平
成
十

九
年
度
ま
で
に
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
て
の
地
方
自
治
体
で
策
定
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
「
チ
ー
ム
支
援
」

に
よ
り
生
活
保
護
受
給
者
等
の
就
労
促
進
を
目
指
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
矢
先
の
平
成
二
十
年
に
、
米
国
の
投
資
銀
行
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
を
発
端
と
す
る
世
界
金
融
危
機
が

発
生
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
経
済
情
勢
は
一
挙
に
悪
化
し
、
各
地
で
失
業
者
や
ホ
ー
ム
レ
ス
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
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